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　私は，2006年から2011年まで米国へ留学して参
りましたのでその報告をこちらでさせていただけ
ればと思います。千葉大学にて充実した教育を受
けた私は，迫り来る臨床研修の波を考慮し，目黒
にある東京医療センターにて初期研修を行いまし
た。在学中より海外での研修に興味を持っていた
私は，その後，在沖米国海軍病院にて研修を行い
ました。渡米の準備を続けながらドクターヘリを
始めた沖縄の浦添総合病院にて救急・集中治療・
麻酔の研修を終えて2006年に渡米しました。
－メイヨークリニック－
　いわゆる北米型の救急医療（俗にいうER型救
急）に興味を持っていた私は系統だった卒後教育
を受けるために，正式にマッチングに参加し北米
の医学生たちと一緒の土俵で競争後に全米第二の
ランクの病院であるメイヨークリニックにて研修
することとなりました。
　日本の救急は，モータリゼーションによって起
きた交通事故の急増などから外科医の先生方が立
ち上がり日本救急医学会が設立されました。その
後，重症患者により素早く対応するために救命救
急センターが認可され全国に広がりました。この
ように日本の救急医療は世界に冠たるものなので
すが，必ずしも完璧ではないようです。特に夜間
の 1次から2.5次レベルの救急は各専門科の先生
の時間外労働や善意に支えられているところが多
く，患者の安全への意識，医師偏在などからかな
り厳しい状況にあるのが現場です。
　米国の現場では，労働時間と報酬がはっきりし
たシフト労働をする救急医（入院診療は経過観察
などのみで基本外来のみ）が地方都市のレベルで
あれば24時間体制で救急をカバーしているところ
が多いです。
　私のメイヨーでの目的は，このような大量生産
される標準化された救急医のための教育を自らう
けること，ただ受けるだけにとどまらず標準的な
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of Public Health MPH）を取得しました。世界各
国から集まる俊英とともに議論しともに学ぶこと
で臨床医としての能力に加えて，実務者としての
幅を拡げることが出来ました。
－終わりに－
　現在帰国後，北米型の卒後臨床研修を提供する
ため，浦安にある東京ベイ・浦安市川医療セン
ターに救急の責任者として赴任いたしました。標
準化された効率の良い卒後教育の提供，患者安全
の推進などのためにシミュレーションセンターを
立ち上げるべく準備をしております。新しい病院
ですので，千葉大学を始めとする千葉県の先生に
ぜひご指導をいただき，すこしづつスタートでき
ればと存じます。どうぞよろしくお願いいたしま
す。
救急医を育成できるシステムを学ぶこと，質改
善・患者安全に一日の長がある米国の医療システ
ムから日本へ応用できる点を学ぶことでした。
　家族のサポートもあり，無事ACGME（卒後臨
床教育評議会）のシステム，救急医学レジデン
シーの運営，M and Mや質改善プログラムなど
を学び無事レジデンシーを卒業しました。
－ マサチューセッツ総合病院（MGH）・
ハーバード大学－
　レジデンシーの卒業前に，医学教育や公衆衛
生（臨床研究・患者安全/質改善・マネジメン
ト）についてより深く学ぶ必要を感じるようにな
りました。そのために，ハーバード大学・マサ
チューセッツ総合病院にて医学教育・シミュレー
ション教育フェローシップをすることにしまし
た。MGHの救急では指導医として働きつつ，ハー
バード大学医学部やMGHで医学生，看護師，研
修医，ナースプラクティショナー，専門医の生涯
教育などの方々をシミュレーションセンターにて
教えました。患者安全の安全を保ちつつ，実践的
な内容を教えることができるシミュレーションは
卒前・卒後教育に大きな威力を発揮することが各
種研究にて明らかになっております。またそれだ
けでなく手技の教育，チームトレーニングなどに
て患者の安全，臨床アウトカムの改善に結びつく
こともわかっています。ハーバード大学主催の
Macy Instructor Course等に参加し，教師として
の研修を受けて実際に多数の指導をする機会をい
ただいたことは大変貴重な経験となりました。
　留学後，日本の病院に勤務することを考え，臨
床や教育の研究の手法を学ぶこと，米国流の質改
善・患者安全を実施のための方法論を学ぶこと，
組織のマネジメントを学ぶことをボストン滞在中
の第二の目標にしました。そのためにハーバード
大学公衆衛生大学院にて公衆衛生修士（Master 
写真 2　 Harvard Medical SchoolのMedical 
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師のDr GordonとDr Krupatととも
に
